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＜連絡事項＞

・中村　弘明様～本日よりデイケア利用開始となっている。月１回、第2木曜日利用予定。当院での問診の確認を行っていく。

・12/21（金）　ナイトケアのクリスマス会実施予定。

・12/25（火）デイケア・デイナイトケアクリスマス会実施予定。

・12/21（金）古川　富蔵様～地域復帰支援検討会15：30～旧デイケア室　担当：中村

・12/20・21（木・金）法人研修　　当日参加出ない場合は、12/26（水）ビデオ研修に参加。

＜地域復帰支援検討会　報告＞

神田　直樹様（28）生年月日：昭和59年(1984)1月26日

主たる精神障害：統合失調症（Ｆ20）　　従たる精神障害：ｱﾙｺｰﾙ依存症(F10)

入院：平成21年（2009）12月19日　措置入院

・12/22（土）退院予定（退院先は自宅：両親との同居予定）※指示箋は12/21（金）準備予定

・12/29（土）初外来予定：隔週土曜日。

・訪問看護は外来受診と交互に行う。

・12/24（水）よりデイケア利用開始。（毎週月・水・金の利用）※担当：川井

・毎週木曜日アウトリーチ利用予定。

入院経緯

・幻聴･妄想･興奮･滅裂思考あり、措置鑑定を実施。要措置と診断され当院へ入院となっている。

入院中の様子
・病識に乏しく、通院・服薬中断となる可能性がある。

・社会性に欠けている。

・対人関係でストレスを感じやすい。

・話す声が小さい事でトラブルを起こす可能性がある。

・女性への干渉がある。

・バス利用は問題ないが、他者をじっと見ているなど行動に問題がありトラブルを起こす可能性がある。

家族の要望

・お母様は就労してほしいと強く考えている。

現状

・お父様は毎日晩酌をしており、本人が飲酒から離れることが出来ない。

・外泊中に味醂を飲んだ事がある。

・金銭的に苦しい。

・コミュニケーションが上手くとれない。

問題点

・病識・病感とも乏しく、通院中断・服薬中断のリスクが高い。

・他者との関係性が上手く保てず、トラブルとなる可能性がある。

・環境変化に伴う精神症状悪化の可能性がある。

デイケアでの役割

・本人が就労を目的としており、デイケア利用されない可能性があるため目標設定を行う。

・目標達成を明確にする。

＜事例検討＞

清水頭　翼様　（32）男性　統合失調症　　担当医：田名部Dr

H20年7月～H21年3月　　青南病院入院

H21年3月～　　　　　　　当デイケア利用

現症
・意欲減退。

・デイケアへ通所する事はできているが、「家族が行けって言うから。」と、利用目的が曖昧な様子が見られる。

・身だしなみの乱れに自ら気づかずにいる事があり、声かけにて整える事ができている。

・時々、身体不調（腹痛・頭痛）を訴え、早退や欠席する事がある。

・会話時には視線を合わせず、小声で聞き取りにくさがみられる。

・ゆくゆくは生活保護受給し、単身生活を行いたいと話される。

検討内容
目標の評価

長期目標
再発せず地域生活を維持する

中期目標

①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③コミュニケーション能力の向上。

短期目標
①体調の変化に気づき、対処する事が出来る。

②整容面の管理を行う。

③将来の生活に対する自身の考えを明確化していく。

④相手の顔を見て会話をする。

実施計画

①自ら体調の変化に気づき対処できた際には評価し伝える。自身で気づきや対処ができない場合には、自己洞察を促し、対処法を共に検討する。

②頭髪・爪・服装をはじめとする身だしなみにおいて、不潔な様子がある際には改善を促す。整っている面については評価し、年齢に応じたおしゃれ情報の提供も行う。

③今後どのような生活を送りたいのか、その実現に向け何を準備していけばよいのか、本人と話し合い見つけ出していく。

（金銭管理・自宅での過ごし方・家族関係などの情報収集も行う。）

④相手の顔を見て聞こえる声で会話をするよう促す。

評価
①について

・時々、身体不調（腹痛・頭痛）を訴え、早退や欠席する事がある。

②について

・身だしなみの乱れに自ら気づかずにいる事があり、声かけにて整える事ができている。

③について

・ゆくゆくは生活保護受給し、単身生活を行いたいと話される。

④について

・会話時には視線を合わせず、小声で聞き取りにくさがみられる。

検討結果
・歯磨きを行っていない様子で、汚れが見られる。

・保清面で、床に横になっている事に問題はないのか。

・喘息の症状が冬期に現れる可能性がある。

※以上の事を計画に組み込んでいく。

＜事例検討＞

東海林　康之様　（57）男性　躁鬱病　　担当医：田名部Dr

H22年5月5日～H22年10月19日　青南病院入院

H22年10月19日～　　青山荘入所（H26年3月末で満期）

H22年10月29日～　　当デイケア利用

現状

・パソコンの通信教育を行っている。

・月1回、親しい友人と外出し、交際費を本人が負担している様子がうかがえる。

・現在の病状は安定していると話される。

・服薬は確実に行っているとの事。

・ノンアルコールを飲んだ事がある。

・交際相手と性交渉が出来ないと悩んでいると交際相手からスタッフへ相談されている。

・服薬自己調整を行おうとした。

検討内容
目標の評価

長期目標
病状の安定を図り、安定した単身生活を送る。

中期目標

1 病状悪化に繋がらないように相談したいことがある際は、生活状況を確認しながら、その都度面談をしていく。

② 体重減少に向け、食事摂取状況の把握と運動を促す。

短期目標
1 －１病識を理解し不調時には訴えることが出来る。

1 －２不安や困った事などがある際には対処法について共に検討していく。

②体重減少を目指しているが急激な減量にならないように運動する。

実施計画

1 －1病状悪化に繋がらないように不調時には声がけし様子観察をする。

1 －2気分の不安定さや生活の乱れがみられた際には、振り返りと対処法の検討を促していく。

②標準体重63.0㎏を目指し、運動プログラムへの参加と促しと食事摂取状況の把握を行う。

評価
①－1について

・薬を飲まない事で不安になると話されている。現在の服薬が1番合っていると話されている。

①－2について

・交際相手と性行為が出来ない事で悩んでいると本人は交際相手に話すが、担当医への相談はしていない。

2 について

・エアロビクスに積極的に参加しており徐々に減少している。カップラーメンを持参される事が多くなった。

検討結果
・性交渉が出来ない事を交際相手の方から担当医へ相談してはどうか（主治医が同じな為）。

・再入院が1.2回ともに1月の為、年末年始の過ごし方の確認が必要となる。

・病状が悪化すると表情に変化がある為、表情の観察が必要となる。

※以上の事を計画②組み込んでいく。

＜利用者様情報＞

・八木橋　牧雄様～右手第5指から肘にかけての痺れ感について、本日の診察にて主治医へ報告をし、メチクール錠、ＮＥソフトカプセルが頓服薬に追加処方となったとの事。「小指だけじゃなく、薬指まで痺れが広がってきた。」と話される。症状継続する際には、主治医へ相談するよう伝えている。

・鹿原　博夫　様～特定女性利用者を睨みながら「ばかやろー。勝手にやりやがって。」との独語が著明に見られる。スタッフが声をかけると、穏やかに返答する事が出来ている。引き続き、奇異な言動が見られた際には声かけを行い、他者とのトラブルに至らぬよう介入を行う。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より、朝食不食でバナナ1本のみ食べたと申し送りある。

　　　　　　　　　デイナイトケアでは、昼食は全量摂取、副食は1/3摂取されている。入浴は拒否されていたが、促しにて入浴されている。ほぼ自力で入浴されている。移動時の痛みの訴えはないが、疼痛の確認を行っていく。

・中村　弘明　様～本日よりデイケア利用開始となっている。

　　　　　　　　　本日の感想として、本人の体調が悪かった事や利用者が少なく静かだった為か孤立しているように感じたと話される。「周囲から避けられているような感じがする」「自分の触れてほしくない過去を皆に知られるのではないか」と話される。先週の見学では感じられなかったと話す為、週や日によってデイケアの雰囲気に変動がある事を伝え、周囲の様子に過敏にならないよう説明している。次回の利用は1/10（木）との事。

・細越　定生　様～本日デイケア利用されているが、明日から1/17（木）まで欠席すると話されている。理由については、以前と同様に金銭的な事だと話されている。日中の活動場所として、青明舎や買い物を行い過ごすとの事。関係機関に情報提供を行い、病状の変化を観察していく。

・鈴木　茂子　様～親しい友人が亡くなった事で昨日へ眠れなかった為、欠席したいと連絡がある。お姉様へ連絡したが繋がらなかったと話される。関係機関へ情報提供すると睡眠は確保する事が出来ていると話していたとの事で、明日の利用時に睡眠状況を確認していく。

＜外来患者様情報＞

・細越　定生　様～4週間処方となっている。デイケアを長期間休むといったことは話さず。

・宮　　陽子　様～母の喪服や大事な物が見つからないと話されている。

